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第10回ヨーロッパ麻酔学会

岡村 篤＊

　第10回ヨーロッパ麻酔学会（10・th　European

Congress　of　Anesthesiology：ECA）が，ドイツ，フ

ランクフルト市（Frank血rt　am　Main）にて開催さ

れた．今回はドイツ麻酔学会（Organ　der　Deutsch－

en　Gesellschaft　fUr　Ana’sthesiologie　und　lntensiv－

medizin）がホストとなり，ECAと平行して第45

回ドイツ麻酔学会も同意場内で開催された．学会

長はGiessenのJustus－Liebig　Universittitの麻酔科

のHempelmann教授会場は大規模な国際見本市

の会場として知られる巨大なMesseで，　U－ba㎞，

市電などの交通アクセスも良好であった．開会式

では学会長の挨拶に引き続き，ヘッセン州知事，

フランクフルト市長らの挨拶があった．学会長は

ドイツにおける医学研究費の削減（毎年3％減），

麻酔科医過剰供給の現状に触れていだ．州知事，

市長ともフランクフルトが，銀行が集まる金融都

市であると同時に，偉大な文豪，ゲーテ（Goethe）

を生んだ文化都市であることを強調していた．特

に市長はフランクフルトが地理的にもヨーロッパ

共同体の中心として，経済的にも文化的にも

selbsttindlichでなければならないことを強調して

いた．Honorary］LectureとしてSiemensのCEOで

あるHeinrich　von　Pierer氏の講演があった．講演

の中で氏はSiemens哲学を酒々と演説していた．

Siemensは利潤追及，科学技術そのものを信奉す

るものではなく，企業として人間生活，文化にい

かに貢献できるかを考えている．これからはマイ

クロエレクトロニクスの時代で，MRIの画像処

理に力をいれている．アジアの経済危機は2，3

年で好転すると予測している．我が社は国内で第

1位の企業であるという時代は終わった．グロー

バリゼーションの中での厳しい競争を企業が生き

＊北海道大学医学部麻酔学講座

抜くために全世界的視野に立っていかなければな

らない．ちなみにSiemensのシェアはドイツ1国外

が7割である．

　気管内挿管の創始者であるFranz　Ku㎞を記念

したFranz一：Kuhn－Medalがラリンジアルマスクを

開発したDL　Archibald　Brain，エチオピアで麻酔

を普及させたDL　Reintraut　Bumeister－Rother，

SiemensのHeinrich　von　Piererの3氏にドイツ麻

酔学会から授与された．

　学会はinvited　speakersによるセッションの他，

一般演題は口演，ポスターディスカッション，ポ

スター，と盛りだくさんで，なおかつ興味のある

セッションが多く，毎日の行動スケジュールの計

画に頭を悩ませた．そのなかで筆者が聴いたセッ

ションを報告する．心臓麻酔関係ではassessment

of　myocardia1血nction　and　pe血sionのセッション

でドイツ，オーストリアからの発表があったが，

いずれもアメリカ心臓病学会（AHA）のガイド

ラインやManganoらの臨床データをベースに講

演していた．ある演者はヨーロッパではまだアメ

リカのような規模での臨床データの蓄積がないと

言っていた．一般演題ではanesthesia　in　cardiac

and　vascular　surgeryのなかで，　Mayo　clinicのDr．

Abensteinが心臓麻酔における電子化麻酔記録を

含む周術期患者情報システムの構築について発表

していた．彼等は過去14年間，75000例の心臓麻

酔記録のコンピュータ化の経験があり，ハードウ

エアの老朽化に伴い新システムの構築を行ってい

る．旧システムがstand　alone　systemであった点，

新システムで病院情報システム（HIS）とのリン

クと術前，術後を包括する周術期患者情報システ

ムを構築しようとしている点など，北大の新旧電

子化麻酔記録システムと類似した経過をたどって

いる点が興味深かった．Mayoの現状は電子化麻
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酔記録のテスト版がインストールされた段階で，

HISとのリンクはこれからとのこと．心臓麻酔の

手術室だけで14室あり，将来的には94の全手術室，

60の回復室ベット，75の手術室外の部屋（放射線

部などの検査の麻酔など）にも拡張させたいとの

こと．規模の大きさには驚く．セッション終了後，

Dr．　Abensteinと直接話す機会があったが，将来的

にコスト請求，物品管理までやりたいと言ってい

た．我々と考えていることは共通していると思う

と共に，北大ではHISとのリンク，コスト請求

の一部はすでに稼働しており，今後は物品管理を

充実させなければならない事を再確認できた．

　基礎研究分野ではUnderstanding　anaesthesiaの

セッションでDr．　N．　P．　Franksがmolecular　actions

of　anaesthesiaと題して講演を行った．過去のlipid

membraneのcomformational　changeの概説から始

まって，Franksが：Liebと行ってきたこれまでの

研究データからgeneral　anaesthesiaのターゲット

は蛋白質であり，preformed　protein　pocketに麻酔

薬が作用している事を主張していた．

　医療経済分野ではEconomicsのセッションで，

ベルギー，ドイツ，アメリカの3国から発表があ

り，いずれも医療費削減の嵐の中で，麻酔科とし

ていかに対応していくか模索している状況が窺え

た．病院全体のコストに占める麻酔関係のコスト

は欧米とも5％前後であり，麻酔科が努力して可

能なコスト削減はせいぜい，0．7％程度であり，

わずかこの程度のために麻酔薬の使用制限を病院

側から受けなければならないのは麻酔科医に対す

るハラスメントである，という意見もあった

（TexasのDr．　White）．　Neuroanesthesiaで著名な

Cottrellが座長を担当していたが，自分の専門は

neuroanesthesiaだが，　departmentのchairmanとし

てeconomicsは避けて通れない問題となってしま
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つた，と自己紹介していた．ベルギーのDr．　Van

den　Oeverからアメリカのcost　per　productは欧州

の2倍だと指摘されCottrellが苦笑する場面もあ

った．

　ドイツ麻酔学会の方ではポスターディスカッシ

ョンでGiessenの麻酔科から麻酔情報管理に関す

る演題が4題発表された．いずれもNarkodataと

いうドイツの市販システムの導入に関するもので，

システム自体はSQ：Lサーバーを用いている点

Mayo　clinic，北大と共通していた．　SQLのような

リレーショナルデータベースを用いることによる，

統計検索のしゃすさが強調されていた．

　学会最終日にはautomated　record　keeping（ARK）

に関するセッションがあり，副題が“TOY　OR

TOOL”と名付けられていた．　Pro　Conをやるのか

と思いきや，8人の演者は皆，Pro側の人ばかり

であった．フィンランドからDr．　Kalli（Datex－

Engstr6mのコンサルタントでJ　Clin　Monit　Comp

のeditorでもある麻酔科医）がARKの歴史を概

説した．ベルリン工科大学のDr．　Friesdorfが人間

工学的観点から電子化された麻酔記録が，臨床の

場においてデータ収集から情報の形成，さらに知

識から患者管理上の意見形成までに果たす役割に

ついて述べた．休憩時間にDr．　Friesdorfとコーヒー

を飲みながら北大の現状などについて話す機会が

持てた．

　今回の学会開催にあたっては，演題採択までの

スケジュールがかなり遅れ，飛行機，ホテル予約

など苦労した参加者が多かったものと思われる．

日本からの参加者は20名以上あったようだ．充実

した学会であったと思う．またドイツで国際学会

がある際には，ぜひ参加したいという思いを抱き

つつ，フランクフルトを発った．
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